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 住友化学のサステナビリティの取り組み
 リスクマネジメントとガバナンス
 戦略、指標と目標
 シナリオ分析の効用
 責務と貢献

 まとめ

Agenda
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住友化学の始まり
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住友の事業精神 「自利利他 公私一如」
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住友化学のサステナビリティの取り組み
2014年 2016年 2018年 2020年
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Sumika Sustainable Solutions推進

サステナビリティ推進基本原則

サステナビリティ推進委員会CSR推進委員会

KPI設定

SDGsの取り組みMDGsの取り組み

国
際
動
向

SDGs・パリ協定 気候行動サミット

TCFD提言 EUグリーンディール

CSR CSV・サステナビリティ

2022年 2024年

マテリアリティ特定 経営として取り組む重要課題
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リスクマネジメントとガバナンス
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リスクマネジメント体制
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気候変動対応体制
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戦略、指標と目標
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経営として取り組む重要課題
※持続的な価値創出のための重要課題

 持続可能な農業の推進

社会価値創出に関する
重要課題

将来の価値創造に向けた
重要課題

□ 食糧分野への貢献

□ ヘルスケア分野への貢献

□ 環境分野への貢献

□ ICT関連分野への貢献

□ イノベーションの推進

□ DXによる競争力強化

□ 人材：
DE&I*、育成・成長、健康

□ 労働安全衛生・保安防災
□ サイバーセキュリティ

□ 製品安全・品質保証
□ コンプライアンス

□ 人権尊重
□ 腐敗防止

 気候変動の緩和と適応
 資源循環への貢献
 自然資本の持続可能な利用

*ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン

事業継続のための基盤
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シナリオ分析（抜粋版）
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2021年12月発表

2050年カーボンニュートラル実現に向けたグランドデザイン
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2050年カーボンニュートラル実現に向けたグランドデザイン
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2021年12月発表

2050年カーボンニュートラル実現に向けたグランドデザイン
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GHG排出量削減への取り組み（住友化学グループ*1）

＊１ 「住友化学グループ」：住友化学＋国内外の連結子会社15



GHG排出量削減への取り組み（住友化学グループ*1）

＊１ 「住友化学グループ」：住友化学＋国内外の連結子会社16



2021年12月発表

2050年カーボンニュートラル実現に向けたグランドデザイン

17



さまざまなステークホルダーと連携し、世界のGHG削減に貢献する製品・技術の
いち早い社会実装を実現

汎用品から最先端素材まで、幅広い産業を下支えする基幹産業
製品・技術を通じた社会のGHG削減への貢献化学産業とは

貢献に対する具体的な取り組み（３つの視点）

※ CCUS：Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage18



19

豊かな明日を支える 創造的ハイブリッド・ケミストリー

気候変動対応、環境負荷低減、資源有効利用の分野で貢献する当
社グループの製品・技術を認定し、その開発や普及を促進

認定製品・技術の環境貢献を可視化する仕組みとして、Science Based Contributions を定義（2023. 6）

2021年度 5,600億円の目標達成

81製品・技術

Sumika Sustainable Solutions（SSS）
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①SSS認定品を以下３つのカテゴリーに分類
②ベースラインは2013年時点の普及技術・製品とする
③ベースラインと対象製品のCFP値差分と、単年販売量から算定する

既存製品
（ベースライン）

新製品

ライフサイクルGHG (CFP)

削減貢献量

270万トン
（2023年実績）

プロピレンオキサイド
 単産法

塩酸酸化法
他

製造技術 440万トン
(2023年実績）

直接貢献製品
（最終製品）

間接貢献製品
（素材・部材）

ライセンシーと共に削減

 DL-メチオニン
 フルミオキサジン
他

ユーザーと共に削減 ユーザーと共に削減

２次電池部材
 スマホ部材
 ディスプレイ部材
他

住友化学が考える、製品・技術を通じたGHG削減貢献量
～ Science Based Contributions（SBC）～
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 住友化学が社内用に開発したCFP算定ツール（Cradle to Gate）
2021年に開発。20,000製品のCFPを算定

 化学品製造プロセスの特徴を考慮することで、
難しいとされる化学製品のCFP算定が、簡便・適切に計算可能

下流プラントの製品・副生品が上流プラントの原料となる
副生有価物の種類が多様（共製品、副生蒸気、燃料使用する副生油等） 

CFP◆TOMOの紹介動画

2022年より他社に無償提供開始
2023年からは日化協とも連携
契約会社数107社（2024年3月現在）

CFP算定ツール CFP-TOMO

https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/information/cfp_tomo/21



第20回 LCA日本フォーラム表彰
経済産業省 産業技術環境局長賞
化学産業における製品カーボンフットプリント算定推進
～ガイドラインの策定と算定システムの開発・展開～
一般社団法人 日本化学工業協会 との共同受賞第17回 日化協 レスポンシブル・ケア賞

社会全体でのカーボンニュートラル実現に向けて、下記が評価されたもの
■いち早くサプライチェーン全体での排出量削減に取り組んだこと
■独自開発システムの無償提供
■事業パートナー・業界団体との協働

日化協「レスポンシブル･ケア大賞」
～社会全体でのカーボンニュートラル実現への貢献～

第23回 グリーン・サステイナブル ケミストリー賞
「経済産業大臣賞」と「環境大臣賞」をダブル受賞
～化学製品のカーボンフットプリント算定ツールの開発と普及～

CFP-TOMO 受賞
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さまざまなステークホルダーと連携し、世界のGHG削減に貢献する製品・技術の
いち早い社会実装を実現

汎用品から最先端素材まで、幅広い産業を下支えする基幹産業
製品・技術を通じた社会のGHG削減への貢献化学産業とは

貢献に対する具体的な取り組み（３つの視点）

※ CCUS：Carbon dioxide Capture, Utilization and Storage23



カーボンニュートラル実現に向け、炭素を扱う化学産業にしかできない役割を担う

カーボンニュートラル実現のための手法

CO2排出のないエネルギー源へシフト

『脱炭素』

ケミカルリサイクル、CCUなど

『炭素資源の循環』

化石資源

エネルギー用途

化学品・素材用途

利用先

燃料

原料

炭素資源循環への取組み
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触媒設計や化学プロセス設計
の技術を活かし、外部と連携し
ながら複数ルートでのケミカルリサ
イクル技術を並行して開発中。

化石資源使用量と廃プラスチッ
ク排出量、廃プラスチック焼却時
のGHG排出量削減を目指す。

※1 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 ※2 グリーンイノベーション基金事業

炭素資源循環への取組み（ケミカルリサイクル）
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目標
2028年までには実証を完了
30年代の事業化・他社へのライセンス供与

 環境に配慮したエタノール由来ポリオレフィン CO2からメタノールを製造するCCU技術

2025年前半に、当社の千葉工場に同設備を完成
早期の社会実装を目指す

炭素資源循環への取組み（ケミカルリサイクル）

26



製品・技術による社会のGHG排出量削減への貢献
社会を支える基幹産業である化学工業

カーボンニュートラルに資する技術の開発といち早い社会実装を牽引
化学産業だから担える役割

様々なステークホルダーとの協働による環境価値の共有と新たな市場創出
製品・技術は、社会で使われて初めて社会に貢献できる
カーボンニュートラルの取組みは「コスト」ではなく、「環境価値」の創造

化学産業の役割
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ご清聴ありがとうございました
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